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おかげさまで8年目へ

エコロジア第一太陽光発電所は、2021年10月で満
７年を迎えました。
2年前の台風15号の暴風雨にも負けず、これまで
52万kWhを発電し、電力供給を行ってきました。
太陽光発電設備の法定耐用年数は17年、固定価格
買取制度は20年ですが、きちんと保守をしながら、
それ以上に長期稼働できる発電所をめざします。
地域の非常電源としても引き続きお役にたちたい
と思います。今後ともよろしくお願いいたします。

出典：東京新聞 TOKYO WEB 2020年8月24日
＜地球異変・「コロナ後」と温暖化（上）＞

危機への切迫感のあるなし
千葉県に住む人々で2年前の台風15号での痛烈な経験を忘れた人はほとんどいないでしょう。これまで

に経験したことのない恐怖を覚えた家の揺れ、風と打ちつける雨の音。そして台風が過ぎ去った後に露わ
になった壊れた家屋、倒れた樹木、電柱や鉄塔の風景。長期にわたって停電・断水したこと、屋根の修理
の順番がまわってこないでずっとブルーシートを掛けたまま耐えしのいだ苦い経験。
私たちは気候変動（地球温暖化）による異常が現実であることを、あの時知ってしまったのだと思います。

人々がこの難しい問題に向き合う態度を決めているのは、「切迫感」だと思います。地球の未来に敏感
な若者の代表として有名になったスウェーデンのグレタ・トゥーンベリさんの言葉、「お家が火事です」
というほどの感じ方がどれほど共感されているでしょうか？ 自宅が火事になれば、ともかく他のことは
置いて消火活動を最優先にするのは当たり前のことです。

自分が生きている間だけなんとかなれば？
今現在の自分の生活レベルをなんとか維持したい、向上させたいという思いは誰しも持っていて当然の

ことだと思います。しかしそれが、未来のこどもたちが受け取るはずだった資源や環境を先祖である私た
ちが先取りして消費してしまうこと、あるいはツケを回すということだったらどうでしょう。国の巨額な
累積債務も、原子力発電所の放射性廃棄物の処分も、この気候変動の問題でも、今を生きる自分たちと将
来世代（まだこの世に生まれていないこどもたちも含めて）がそれぞれの幸福をかけて綱引きゲームを
やっているように思えてなりません。大人の私たちは知ってか知らずか大きく綱を引きすぎていて、それ
に大いに不安と不満をもつ若い世代が世界中で大きな声を上げるようになったのだと思います。

では何をどうすればいいのか？
右のコラムにあるように、世界も日本も数年前と各段に違う様相で、切迫感をもって気候変動問題を捉

えるようになりました。懐疑論や陰謀論は精緻な科学的議論により払拭されてしまい、またアメリカ合衆
国もパリ協定に戻ってきました。これから国や産業レベル（職場）で、大胆な社会変革が求められるのは
必然です。
他方、家庭ではどういう対策をすれば良いのか、というのが本号のメインテーマです。これについては、

国立環境研究所や地球環境戦略研究機関などが近年、科学的に精緻な調査研究を進めて、かなり具体的な
ビジョンが見えてきているので、ここでご紹介したいと思います。
まず、ダイエットと同じで現状がどうなっているかを知る必要がありますが、2017年度のデータで計算

すると、平均的な家庭生活における日本人１人あたりのカーボンフットプリント※（ＣＯ₂換算の温室効果
ガス排出量のこと）は、年間7.6トンだそうです。

国別比較は下の棒グラフ、7.6トンの内訳は円グラフ
を参照してください。今年のＣＯＰ２６で決まった
1.5℃目標に沿うためには、2030年までに67%、2050年
までに91%も減らさなければならないという一瞬途方に
くれそうな現実が示されています。千里の道も一歩から
ですが、やみくもに効果が低い対策ばかり行って、
やった気になっても間に合いません。

裏面に前述の機関が提示した57の脱炭素ライフ
スタイル行動とその効果度を一覧表にした情報を
掲載しました。
効果が高いものは、やはりお金がかかる

ものが多いですが、家を新築する、立て替える、
車を購入する、乗り換えるという節目にある方
は是非参考にしていただきたいと思います。
さほど高額な費用がかからず効果が高いのは、

「自宅の電力を再エネに」する（電力会社や契約

ﾒﾆｭｰを変える）ことです。
これはやる気になれば本当に簡単にできます。
是非裏面の一覧表を見て、既に

やっていること、これからできそう
な項目にチェックを付け、どのくらい
削減できそうか合計してみてください。

なお、関連するホームぺージを以下に
あげました。QRコードをスマホなどで
読み取ってご覧ください。

裏面は家庭で実践する具体的な対策とその効果度について
の情報です。

※ライフサイクルカーボンフットプリントとは、購入する製品やサービスの製造・流通・廃棄等、サプライチェーンにおける間接排出を
含めたライフサイクルにおける温室効果ガス排出のこと

イギリスのグラスゴーで10月31日から11月13日まで開か
れた国連気候変動枠組条約第26回締約国会議 (COP26)で
決定した主要事項（一部）

• 産業革命前からの世界全体の気温上昇幅を2.0℃では
なく1.5℃に抑えるという目標を設定

• “人間活動がこれまでに約 1.1℃の温暖化を引き起こ
していること、及び影響が既にすべての地域で感じら
れていることに、警告と最大限の懸念を表明する。
（中略）この決定的な 10 年間における緩和、適応及
び資金に関連する野心及び行動を強化することの緊急
性を強調する”と宣言

• 1.5℃目標のためには、2010 年比で 2030 年までに世
界全体の二酸化炭素排出量を45％削減し、今世紀半ば
頃には実質ゼロにすること、及びその他の温室効果ガ
スを大幅に削減することが必要であることを認めた

• 各国が削減量を見直し提出した最新の目標を合算して
も1.5℃目標には届かないため、さらに2022年末まで
に2030年の温室効果ガスの排出量削減目標を見直すこ
とを要請

• 温室効果ガス排出削減措置を取っていない石炭火力発
電について、主要国では2030年代までに、世界全体で
は2040年代までに廃止する段階的削減。併せて、化石
燃料に対する補助金の段階的な廃止

日本政府の方針
• 2030年度に温室効果ガスを2013年度から46％削減する

ことを目指し、さらに50％の高みに向けて挑戦を続け、
2050年カーボンニュートラルを実現する（令和3年3月
成立「改正地球温暖化対策推進法」）

• 再エネの主力電源化を徹底し、再エネに最優先の原則
で取り組み、国民負担の抑制と地域との共生を図りな
がら最大限の導入を促す。2030年の再エネの電源構成
比目標を従来の22～24%から36～38％に引き上げる
（令和3年10月22日決定、第6次エネルギー基本計画）

決定した世界と日本の方針

NHK News UP
57の温暖化対策「見える化」
してみた

パワーシフトキャンペーン
自然エネルギー主体の
電力会社紹介

出典：『1.5°Cライフスタイル ― 脱炭素型の暮らしを実現する選択肢 ― 日本語要約版』
―公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）
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家庭の脱炭素型ライフスタイルの選択肢 行動別影響度一覧表（全国平均）
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